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そこで本研究では，2007 年度から 2013 年度までゼミナール活動（以下，ゼミ活動）
として企画実施してきた地域連携事業の企画運営モデルの報告とその事業を通して得られ
た成果（予想）および連携して活動を行う際の課題について考察することを目的とした。
Ⅱ これまでの活動（2007 年度～ 2013 年度）
本項では筆者（増田）札幌大学文化学部に赴任した 2007 年度から 2013 年度までの 7 年

















札幌大学文化学部では 2 年次よりゼミ活動が開始される。基礎ゼミ（2 年次），応用ゼミ（3
年次），卒業研究（4 年次）という流れで計 3 年間ゼミ活動を展開していく。筆者のゼミでは，
「スポーツ」，「レクリエーション」，「自然体験活動」をキーワードとしそれらに関連する
表 1　これまで地域と連携して企画運営してきた事業一覧　（2007 年度～ 2013 年度）
表1　これまで地域と連携して企画運営してきた事業一覧　（2007年度～2013年度）




　小学生のためのかけっこ教室 　運動会の徒競走で活躍するために走力向上を目指した練習の指導 小学生 同上 主催 ○ ○ ○ ○
　バランスボール教室 　バランスボールを用いた筋力向上を目指したトレーニング指導 中高年 同上 主催 ○
　創作リズム体操教室 　神経系および心肺機能向上を目指したトレーニング指導 中高年 同上 主催 ○
　ふまねっと教室 　神経系機能の向上を目指したトレーニング指導 中高年 同上 主催 ○
　コーディネーショントレーニング教室 　体力運動能力向上を目指した神経系トレーニング指導 小学生 小学校
主催
受託 ○ ●
　ウキウキッズスポーツ教室 　同上 幼児 総合型スポーツクラブ児童会館（＊） 主催 ○ ○ ○
＊ ○＊











児童会館 受託 ◎ ◎ ◎
　森のようちえん 　「生きる力」を育む自然体験活動 幼児 児童会館 主催 ○
　小学校ピクニック 　自然体験とレクリエーションを目的としたピクニック 小学生 小学校 受託 ○ ○ ○
　小学校宿泊学習 　川遊びを中心にした自然体験活動 小学生 小学校ネイチャーセンター 受託 ○
　親子おもしろ工作教室 　オリジナルの工作キットを用いた活動 幼児 児童会館 主催 ◎
　オリジナル運動遊びづくり 　他大学ゼミと合同でオリジナルの運動遊びを開発する活動 大学生 同地域の大学 共催 ○ ○ ○
複合 　通信制高等学校冬季スクーリング 　レク・創作・ゲーム等の活動 高校生 通信制高校 受託 ○ ○ ○ ○ ○
○＝応用ゼミ学生（3年生）担当企画　　　◎＝基礎ゼミ学生（2年生）担当企画　　　●＝卒業研究（4年生）担当企画























図 1 は 2 年次ゼミ活動の学習モデルである。2 年次では，まず企画運営の方法を学ぶ。
これは教員が講義によって指導をおこなう。その後，ゼミ内（2 年生）で企画とその体験
を繰り返しおこなう（ステップ 1 および 2）。並行して上級生とチームを組み，上級生の
指導を受けながら企画運営の方法を学んでいく（ステップ 3 以降）という流れでゼミ活動











































































が 1 年間（2009 年度～ 2013 年度）で平均 5 件の事業の企画運営をおこなった。図 2 は受



























































































                         ＝ 教員主導        ＝ 学生主導 
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①企画の方法を学ぶ ②企画の実際（演習）  





①確認      
②事業企画・運営  ③報告書作成









幌大学総合論叢第 34 号と 37 号において報告をしているのでここでは除外した。また「ウ
キウキッズスポーツ教室」と「小学校宿泊学習」は後述するため除外した。
１）レクリエーション教室
札幌大学に赴任した 2007 年度から 3 年間札幌市豊平区にある児童会館と連携して企画
運営した事業である。2 年生の春休みに 3 ～ 4 回実施（1 回 60 分）した。企画は前述した
主催事業の流れ（図 2 にプレゼンテーションが入る）に沿っておこなった。児童会館の指
導員に指導してもらいながらの企画運営であった。






業である。中高年の筋力保持増進を目的として週 2 回 5 回シリーズで実施した。連携先
は札幌大学スポーツ・文化総合型スポーツクラブであった。担当の職員には募集活動，実
施場所の確保などハード面を担当してもらった。
















月 1 回 90 分／回で 6 回実施した。この事業は教室で学んだトレーニング方法を自宅で実
践してもらうことを基本的な考え方とした。よって自宅で実践できるような取り組みをお
こなった。具体的には以下の通りである。
①月 2 回の通信による実践アドバイス　②月 1 回の体力および身体組成測定　③トレーニ
ング実施記録表の配布と確認
写真 10
















2 年間にわたって実施した。3 年次では小学校の特別授業として 2 日間連続（45 分／回）
でおこなった。4 年次には放課後のプログラムとして設定してもらい希望者に対して週 2
回（45 分／回）で 20 回おこなった。


















わり始めたのは 2012 年度からである。これまで 1 泊 2 日のキャンプであったが，これ
を 10 回（2 時間／回）の自然体験活動プログラムとして企画し様々な活動をおこなった。
その成果を発揮する場としてキャンプを位置付けた。活動拠点は児童会館とその周辺にあ
る自然環境であった。

















会館には募集活動と企画へのアドバイスを受けた。月 1 回で 9 回実施した。1 回の実施時
間は 4 時間（午前 10 時～午後 2 時）であった。
























児童会館との連携事業として春休み（3 月）に幼児とその保護者（親）を対象に 3 回（90
分／回）シリーズで実施した。実施に当たり下記の条件を設定しオリジナル工作キットを
作製した。春休み中に1泊2日の合宿をおこない6種類×20セットの工作キットを作製した。
































































注：   内は PT と会館スタッフとの連携活動 
 
 


















































































































































































































「札幌 S 小学校宿泊学習　～目からうろこキャンプ～」は札幌市にある私立 S 小学校が
「登別市ネイチャーセンター　ふぉれすと鉱山」（以下，ふぉれすと鉱山）を活動拠点に，
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